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引
き
続
き
『
奧
細
道
菅
菰
抄
』
と
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
四
十
）
別
段
十
二
日
平
和
泉
と
心
ざ
し
、
あ
ね
は
の
松
緒
だ
え

の
橋
な
ど
聞
傳
て
中畧
雉
兎
蒭
蕘
の
往
か
ふ
み
ち
中畧
石
巻
と
い

ふ
溙
に
出

…
…
雉
兎
蒭
蕘
ノ
蒭
ハ
、
芻
ノ
俗
‐
字
ナ
リ
。
孟
‐
子
ニ

『
奥
細
道
菅
菰
抄
』
と
漢
詩
文
（
五
）

塚
　
越
　
義
　
幸

曰
、
文
‐
王
ノ
之
囿
ハ
、
方
七
‐
十
‐
里
、
芻
‐
蕘
ノ
者
モ

往
キ
焉
、
雉
‐
兎
ノ
者
モ
往
ク
焉
、
趙
‐
岐
カ
註
ニ
、
芻
‐
蕘
ノ

者
ハ
、
取
㆓ル
ノ
芻
‐
薪
ヲ㆒
之
賤
‐
人
也ナ
リ

。
雉
‐
兎
ノ
者
ハ
、
獵

‐
人
取
㆓ル
雉
‐
兎
ヲ㆒
者
也ナ
リ

ト
云
リ
。
此
コ
ニ
雉
‐
兎
芻
‐
蕘

ノ
行
カ
フ
道
ト
ハ
、
言
心
ハ
唯
ダ
草
カ
リ
木
コ
リ
獵
リ
人
ナ

ド
ノ
往
‐
来
ス
ル
野
道
山
道
等
ニ
テ
正
シ
キ
往
‐
還
ス
ヂ

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
云
…
…
溙
ハ
、
湊
ノ
字
ノ
誤
ニ
テ
、
湊
ハ
、

〈
論
文
〉
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正
‐
字
‐
通
ニ
水
‐
會
也ナ
リ

ト
註
ス
…
…

　

こ
こ
の
注
で
は
、
五
月
十
二
日
に
瑞
巌
寺
か
ら
平
泉
を
目
指

す
途
中
に
、「
あ
ね
は
の
松
」
や
「
緒
だ
え
の
橋
」
な
ど
の
歌

枕
を
尋
ね
て
行
く
う
ち
に
、「
雉
兎
蒭
蕘
」（
猟
師
や
木
こ
り
）

の
往
来
す
る
よ
う
な
道
に
入
り
込
み
、
道
に
迷
っ
た
り
し
て
よ

う
や
く
石
巻
の
港
に
出
た
場
面
で
、特
に「
雉
兎
蒭
蕘
」と「
溙
」

の
語
釈
を
示
し
た
。

　

ま
ず
、「
雉
兎
蒭
蕘
」
は
「
蒭
」
が
「
芻
」
の
俗
字
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
典
拠
と
し
て
『
孟
子
』
を
挙

げ
、
さ
ら
に
そ
の
趙
岐
の
注
も
示
し
て
い
る
。（
１
）
こ
の
話
は
、

『
孟
子
』
梁
恵
王
下
に
見
え
る
も
の
で
、

周
の
文
王
の
庭
園
は
、
七
十
里
四
方
も
あ
っ
た
が
、
草
刈

り
や
木
こ
り
が
出
入
り
し
て
い
た
し
、
雉
や
兔
を
捕
る
猟

師
も
出
入
り
し
て
い
た
。

と
い
う
本
文
に
対
し
、
趙
註
が
「
芻
蕘
」
は
干
し
草
や
薪
を
刈

る
賤
し
い
人
で
あ
る
と
、
ま
た
「
雉
兎
」
は
猟
師
で
雉
や
兎
を

捕
ま
え
る
人
で
あ
る
と
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、梨
一
は
「
雉
兎
芻
蕘
も
行
き
か
ふ
道
」
を
「
た

だ
草
刈
り
・
木
こ
り
・
猟
師
な
ど
の
行
き
交
う
野
道
山
道
で
、

正
規
の
ル
ー
ト
で
は
な
い
道
筋
で
あ
る
」
と
解
釈
し
た
。　
　

　

次
に
、「
溙
」
の
語
注
と
し
て
、「
溙
」
が
「
湊
」
の
誤
字
と

し
、『
正
字
通
』
巳
集
水
部
の
「
水
會
」
の
意
味
を
採
用
し
て
、

「
川
と
川
の
合
流
点
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、「
雉
兎
蒭
蕘
」
は
、

孟
子
梁
恵
王
下
篇　

註
ニ
云　

蒭
ハ
草
也
蕘
ハ
薪
也　

草
刈

木
こ
り
也

と
な
っ
て
お
り
、『
菅
菰
抄
』
と
同
様
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、注
は
趙
註
で
は
な
く
朱
子
注
で
あ
る
。（２
）

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
、

〇
雉
兎
蒭
蕘　

チ
ト　

ス
ウ
ギ
ヤ
ウ　

雉
兎
ハ
猟
人
也　

芻
蕘
ハ
山
賤
也
。
此
往
か
ひ
道
也

と
示
し
て
い
る
が
、『
孟
子
』
の
書
名
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
「
溙
」
の
注
は
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。

（
四
十
一
）
三
代
の
栄
耀
一
睡
の
中
に
し
て
中畧
秀
衡
が
跡
は
田

野
に
成
て
金
鶏
山
の
ミ
か
た
ち
を
残
す 

…
…
一
睡
の
う
ち
に
し
て
と
ハ
、
中
‐
華
ニ
テ
、
富
‐
貴

ヲ
願
タ
ル
旅
‐
人
ニ
、
呂
‐
洞
‐
賓
ガ
一
ツ
ノ
枕
ヲ
與
ヘ

テ
眠
ニ
著
シ
ム
。
旅
‐
人
夢
ニ
帝
‐
王
ト
ナ
リ
テ
歡
‐
樂

ヲ
極
シ
ニ
、
忽
チ
太
‐
子
ヲ
失
ヒ
后
‐
妃
ニ
別
レ
悲
ニ
沈
ム
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ト
見
テ
、
夢
サ
メ
ヌ
。
其
ノ
眠
タ
ル
ヿ
、
纔
ニ
粟
飯
ヲ
炊

グ
間
ナ
リ
シ
ト
。
沈
‐
既
‐
濟
ガ
枕
‐
中
‐
記
ニ
見
エ
タ

リ
。
是
ヲ
俗
ニ
邯
‐
鄲
ノ
枕
ト
云
…
…
田
野
に
成
て
と
ハ
、

文
‐
選
古
‐
詩
ニ
、
古
‐
墓
ハ
犂
テ
爲
シ
田
㆑ト
、
松
‐
栢
ハ
摧
テ

爲
ス㆑
薪
ト
ト
云
ル
形
‐
容
ナ
ル
ベ
シ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、平
泉
の
章
の
冒
頭
で
、奥
州
藤
原
三
代
（
清

衡
・
基
衡
・
秀
衡
）
の
繁
栄
が
一
睡
の
夢
の
よ
う
で
、
大
門
や

秀
衡
の
館
が
今
は
田
野
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
金
鶏
山
の
み

が
昔
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
語
っ
た
場
面
で
、「
一
睡

の
中
に
し
て
」
の
典
拠
と
し
て
沈
既
濟
の
「
枕
中
記
」
が
、「
田

野
に
な
る
」
が
『
文
選
』「
古
詩
」
の
詩
句
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
一
睡
の
中
」
で
あ
る
が
、
注
で
は
、

中
国
に
お
い
て
、
富
貴
を
願
う
旅
人
（
盧
生
）
に
、
呂
洞

濱
が
枕
を
与
え
て
、
眠
り
に
就
か
せ
た
、
そ
の
旅
人
は
夢

の
中
で
帝
王
に
な
り
、
歓
楽
を
極
め
た
が
、
忽
ち
太
子
を

失
い
后
妃
と
も
別
れ
、
悲
嘆
に
暮
れ
て
目
が
覚
め
る
。
彼

が
眠
っ
て
い
た
の
は
、
わ
ず
か
に
粟
飯
が
炊
け
る
間
で

あ
っ
た
と
い
う
話
が
沈
既
済
の
「
枕
中
記
」
に
見
え
る
。

こ
れ
を
俗
に
、
邯
鄲
の
枕
と
言
う
。

と
解
説
し
て
い
る
。
注
の
最
後
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
話

は
「
枕
中
記
」（
著
者
の
沈
既
済
は
、
八
世
紀
後
半
頃
の
人
）

に
見
え
る
も
の
で
、
現
在
で
も
故
事
成
語
と
し
て
著
名
な
「
邯

鄲
の
枕
」（
一
睡
の
夢
・
黄
粱
の
夢
と
も
）
で
あ
る
。（
３
）
栄
枯

盛
衰
の
典
拠
と
し
て
は
、
こ
こ
で
は
一
般
的
か
つ
妥
当
な
も
の

で
あ
ろ
う
。「
枕
中
記
」
で
は
、
夢
を
見
た
旅
人
（
盧
生
）
は
、

立
身
出
世
だ
け
が
人
生
の
目
標
だ
っ
た
が
、
そ
の
信
念
に
後
悔

を
抱
く
と
い
う
結
末
と
な
る
が
、
梨
一
は
栄
耀
栄
華
に
対
す
る

人
間
の
欲
望
へ
の
反
省
を
促
す
意
味
も
込
め
た
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
「
枕
中
記
」
は
引
用
書
目
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

単
独
の
版
本
は
未
見
で
あ
る
。（
４
）

　

次
に
「
田
野
に
な
る
」
で
あ
る
が
、
出
典
と
し
て
『
文
選
』

所
収
「
古
詩
十
九
首
」
の
第
十
四
首
の
二
句
の
み
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。（
全
句
は
次
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
こ
の
二
句
は
、

長
い
年
月
が
経
過
し
、
古
い
墓
は
い
つ
か
鋤
き
か
え
さ
れ

て
田
地
と
な
っ
て
い
き
、
常
緑
を
ほ
こ
る
墓
上
の
松
柏
も

伐
り
た
お
さ
れ
薪
と
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
。

と
い
う
内
容
で
、
奥
州
藤
原
三
代
の
栄
華
が
果
て
て
か
ら
五
百

年
を
経
て
、
平
泉
が
田
野
に
な
っ
た
姿
は
、
ま
さ
に
こ
の
詩
の

世
界
を
彷
彿
と
さ
せ
て
お
り
、
典
拠
と
し
て
も
十
分
説
得
力
が

あ
る
。
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こ
の
注
は
、『
鈔
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、○

一
睡
の
中　

中
華
ニ
テ
富
貴
を
願
ふ
旅
人
ニ
呂
洞
賓
カ

一
ツ
の
枕
を
與
へ
た
る
故
事
也

と
『
菅
菰
抄
』
の
最
初
の
部
分
を
採
っ
て
い
る
。

（
四
十
二
）
功
名
一
時
の
叢
ク
サ
ム
ラと
な
る
國
破
れ
て
山
河
有
城
春
に

し
て
草
青
ミ
た
り
と

功
‐
名
ハ
老
‐
子
ニ
、
功
成
リ
名
遂
テ
而
身
退
ク
ハ
、
天
ノ
之

道
ナ
リ
ト
云
語
ヨ
リ
出
タ
リ
。
叢
ハ
玉
篇
ニ
草
生
ス
ル
貌
チ
ト

ス
。
此
文
ハ
詩
ニ
功
‐
名
土
一
‐
丘
ト
云
意
ナ
リ
。
國
破

れ
て
山
河
あ
り
城
春
に
し
て
艸
青
ミ
た
り
と
ハ
杜
‐
甫
春

‐
望
ノ
詩
ニ
、
國
破
山
‐
河
在
リ
、
城
春
ニ
乄
草
‐
木
深
シ
ノ

句
ヲ
取
テ
青
ミ
た
り
と
換
骨
せ
し
也
。
〇
按
ル
ニ
此
段
ハ

文
‐
選
古
‐
詩
ニ
、
去
ル
者
ハ
日
く
ニ
以
テ
疎
シ
、
生
ズ
ル
者
ハ
日

く
ニ
以
テ
親
シ
、
出
テ㆓
郭
‐
門
ヲ

㆒
直
チ
ニ
視
㆑
バ
、
但
ダ
見
ル㆓
丘
ト

與
ヲ㆒

㆑
墳
、
古
‐
墓
ハ
犁
テ
爲
シ㆑
田
ト
、
松
‐
柏
摧
テ
爲
ス㆑
薪
ト
。

白
‐
楊
多
シ㆓
悲
‐
風
㆒
、
蕭
‐
蕭
ト
乄
愁
㆓
‐
殺
ス
人
ヲ㆒
、
思
フ㆑

還
㆓ン
ヿ
ヲ
故
‐
里
ノ
閭
ニ㆒
、
欲
乄㆑
歸
ン
ト
道
無
シ㆑
因
シ
ト
云
モ
ノ
ト

暗
ニ
頡
‐
頏
ス
ル
ガ
如
シ
。
文
ヲ
嗜
ム
者
ヨ
ク
〳
〵
心
ヲ

付
ベ
シ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
高
館
に
籠
も
っ
て
戦
っ
た
義
経
主
従
の

数
々
の
功
名
は
一
時
の
夢
で
、
今
は
草
む
ら
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
光
景
を
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
春
望
」
の
首
聯
と
重
ね
合
わ

せ
た
場
面
で
、「
功
名
」は『
老
子
』を
、「
叢
」は『
玉
篇
』を
、「
功

名
一
時
の
叢
と
な
る
」
が
詩
「
功
‐
名
土
一
‐
丘
」
の
意
味
と

し
て
、そ
し
て
「
国
破
れ
て
山
河
有
城
春
に
し
て
草
青
ミ
た
り
」

は
杜
甫
の
「
春
望
」
を
引
用
し
て
注
解
を
試
み
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
功
名
」
で
あ
る
が
、
梨
一
は
こ
の
語
は
『
老
子
』

第
九
章
の
「
功
成
リ
名
遂
テ
而
身
退
ク
ハ
、
天
之
道
ナ
リ
」
か
ら
出

た
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
の
文
は
「
立
派
な
功
績
を
挙
げ
て
、

名
声
を
得
た
な
ら
、
速
や
か
に
身
を
引
く
の
が
天
の
自
然
の
摂

理
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
、「
功
名
」
と
「
身
退
」
が
セ
ッ

ト
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
梨
一
は
功
名
を
得
た
義

経
主
従
は
、
身
の
退
き
方
を
誤
っ
た
の
で
滅
ぼ
さ
れ
た
の
だ
と

暗
示
し
た
と
も
取
れ
る
。

　

次
に
「
叢
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
字
義
の
解
釈
（
草
が

生
え
て
い
る
さ
ま
）
と
し
て
、『
玉
篇
』
又
部
を
挙
げ
た
に
過

ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
文
が
詩
の
「
功
名
土
一
丘
」
の
意
味
か
ら
な
っ
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て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
詩
は
、「
次
剛
中
詩　

又

次 
其
四
」（
明　

成
侃
）

少
日
詩
聲
酷
似
侯　
　

少
き
日
の
詩
声
は　

侯
に
酷
似
し
、

如
今
珥
筆
玉
堂
游　
　

如
今　

筆
を
珥
し
て　

玉
堂
に
游
ぶ
。

平
生
不
見
生
男
好　
　

平
生
見
ず　

男
を
生
む
を
好
し
と
す
る

を
、

身
後
功
名
土
一
丘　
　

身
後
の
功
名　

土
一
丘
。

の
合
句
の
下
五
文
字
を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（
５
）
男
子

と
し
て
の
功
名
な
ど
死
後
は
土
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
意

味
が
な
い
と
結
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
「
功
名
一
時
の
叢
」
と
同

意
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
「
國
破
れ
て
山
河
あ
り
城
春
に
し
て
艸
青
ミ
た
り
」

で
あ
る
が
、こ
れ
は
今
更
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、杜
甫
の
「
春

望
」
の
首
聯
を
引
用
し
た
こ
と
に
な
る
が
、梨
一
は
最
後
の
「
青

ミ
た
り
」
を
こ
の
首
聯
の
換
骨
奪
胎
と
解
説
し
て
い
る
。「
予
」

の
見
た
眼
前
の
平
泉
の
風
景
は
、杜
甫
の
詩
の
春
の
「
草
木
深
」

の
気
色
で
は
な
く
、
夏
草
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
芭
蕉

が
「
草
」
に
焦
点
を
当
て
さ
ら
に
「
青
」
と
い
う
色
で
表
現
す

る
「
草
青
ミ
た
り
」
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
杜
甫
の
詩
句
を
引
用
し
つ
つ
も
、
現
実
の
季
節
を
織
り

込
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
梨
一
の
説
く
「
換
骨
奪
胎
」
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
後
の
「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
あ

と
」
の
句
へ
の
布
石
と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。（
６
）

　

最
後
に
○
の
後
は
、
梨
一
が
こ
の
段
全
体
を
古
詩
十
九
首
の

第
十
四
首
（『
文
選
』
所
収
）
全
句
を
挙
げ
て
、
そ
の
詩
の
世

界
と
暗
に
近
似
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
が
、

死
す
る
も
の
は
日
々
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
が
、
生
を
賜
っ

た
も
の
は
日
に
日
に
周
り
か
ら
親
し
く
接
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
城
門
を
出
て
ま
っ
す
ぐ
見
る
と
、
大
小
の
墓
が

目
に
入
る
だ
け
。
古
い
墓
は
（
長
い
時
間
が
経
過
し
て
）

耕
さ
れ
て
畑
に
な
り
、
周
り
の
松
や
柏
は
切
ら
れ
て
薪
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
白
楊
に
は
冷
た
く
悲
し
げ
な
風
が
吹

き
、
そ
の
寂
し
げ
な
音
が
人
の
心
を
切
な
く
さ
せ
る
。
な

つ
か
し
い
村
里
に
帰
ろ
う
に
も
、
道
が
見
つ
か
ら
ず
帰
る

す
べ
が
な
い
。

と
い
う
内
容
で
、
こ
の
詩
全
体
が
有
為
転
変
に
彩
ら
れ
て
い
る

が
、
平
泉
の
章
も
、
か
つ
て
の
藤
原
三
代
の
栄
光
は
あ
っ
け
な

く
衰
亡
し
、
時
間
を
経
た
今
は
そ
の
跡
形
だ
け
が
残
る
、
ま
さ

に
栄
枯
盛
衰
の
現
実
を
そ
の
共
通
点
と
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
注
は
、『
鈔
』
に
は
、

城
春
ニ
シ
テ
艸
木
深
シ
杜
律　

草
青
ミ
た
り
と
轉
せ
ら
れ
て

古
戦
場
の
感
情
を
余
す
欤

と
あ
り
、「
草
青
ミ
た
り
」
へ
の
改
変
を
「
古
戦
場
の
感
情
を

余
す
」た
め
に
行
っ
た
か
と
疑
問
を
呈
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。

村
径
は「
青
」に「
人
生
到
処
有
青
山
」の「
青
山
」（
死
に
場
所
・

墓
場
）
の
意
味
を
込
め
よ
う
と
し
た
か
と
考
え
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
、

○
国
破　

杜
甫
カ
詩
草
木
深
ト
ア
ル
ヲ
艸
青
ミ
た
り
と
換

骨
し
給
ふ
な
ら
ん

と
『
菅
菰
抄
』
の
「
艸
青
ミ
タ
リ
」
が
「
草
木
深
」
の
換
骨
奪

胎
で
あ
る
こ
と
の
み
を
示
し
た
。

（
四
十
三
）
岩
手
の
里
に
泊
る
小
黒
崎
ミ
づ
の
小
嶋
を
過
て
な

る
ご
の
湯
よ
り
尿シ
ト

前
の
關
に
か
ゝ
り
て
中畧
封
人
の
家
を
見
か

け
て
舍
を
求
む

…
…
封
‐
人
ハ
周
‐
禮
ニ
掌
ル㆘
設
ケ㆓
王
ノ
之
社
‐
壝
ヲ㆒
爲
㆓シ
テ

畿
‐
封
ヲ㆒
而
樹
㆖
㆑
ル
ヿ
ヲ
之
ヲ
。
左
‐
傳
杜
‐
預
ガ
註
ニ
、
典
ル㆓
封

疆
ヲ㆒
者
ト
。
封
ハ
サ
カ
ヒ
ト
訓
ズ
。
封
‐
人
ハ
境
守モ
リ

ヲ
云
。

舍
ハ
左
‐
傳
ニ
、
一
宿
ヲ
曰
フレ
舍
ト
ト
。
一
夜
ド
マ
リ
ノ
ヿ

ナ
リ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
岩
手
（
岩
出
）
の
里
に
泊
ま
っ
て
、
さ
ら

に
小
黒
崎
・
美
豆
の
小
島
な
ど
の
歌
枕
を
過
ぎ
て
鳴
子
温
泉
か

ら
尿
前
の
関
に
さ
し
か
か
り
、
そ
こ
は
旅
人
も
め
っ
た
に
通
ら

な
い
所
だ
っ
た
の
で
、
関
守
に
怪
し
ま
れ
な
が
ら
や
っ
と
関
所

を
越
え
、
封
人
の
家
を
見
か
け
て
宿
泊
を
頼
ん
だ
場
面
で
、
梨

一
は
「
封
人
」
と
「
舎
」
の
語
釈
に
、『
周
礼
』
や
『
左
伝
』

の
用
例
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
封
人
」
の
意
味
と
し
て
、『
周
礼
』
地
官
封
人
の
「
封

人
と
は
王
の
社
稷
の
祭
壇
を
建
設
し
、
畿
内
の
境
界
に
壁
を
築

き
木
を
植
え
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
」
の
用
例
を
あ
げ
、
さ
ら

に
、『
左
伝
』
隠
公
元
年
の

穎
考
叔
爲
潁
谷
封
人
聞
之
有
獻
於
公
。

潁
考
叔
は
潁
谷
の
封
人
為
り
。
之
を
聞
き
て
、
公
に

獻
づ
る
こ
と
有
り
。（
７
）

の
杜
預
の
「
封
人
」
注
「
封
人
は
国
境
を
守
る
人
」
と
い
う
例

を
挙
げ
て
、
梨
一
は
「
封
人
」
を
国
境
守
と
解
釈
し
た
。「
封
」

の
読
み「
サ
カ
ヒ
」は
、『
玉
篇
』土
部
に「
サ
カ
ヒ
」と
あ
る
。（
８
）

　

ま
た
「
舎
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
左
伝
』
荘
公
三
年
の
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用
例
を
挙
げ
て
、「
舎
」
を
一
泊
の
意
味
で
解
釈
し
た
。「
予
」

は
封
人
の
家
に
宿
り
を
求
め
た
が
、「
三
日
風
雨
あ
れ
て
、
よ

し
な
き
山
中
に
逗
留
す
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
「
舎
」
す
な
わ
ち
一
泊
が
重
要
な
意

味
を
果
た
す
の
で
あ
る
。　
　

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

封
人
ハ
低
き
役
人
を
い
へ
る
よ
し
（
頭
注
）
論
語
註
ニ

封
人
ハ
掌
㆓ル
封
疆
㆒ヲ
官　

又
荘
子
ニ
麗
之
姫
ハ
艾
ノ
封
人
之
子

也
ト

と
あ
り
、
封
人
を
低
い
官
職
の
役
人
と
解
釈
し
、
用
例
と
し
て

『
菅
菰
抄
』と
は
異
な
る『
論
語
』や『
荘
子
』を
挙
げ
て
い
る
。（
９
）

　

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
、

○
封
人　

フ
ウ
ジ
ン　

境
守
を
云　

舎　

ヤ
ド
リ　

左
傳

ニ
一
宿
を
舎
と
云

と
用
例
と
し
て
は
「
舎
」
の
『
左
伝
』
の
み
掲
載
し
て
い
る
。

（
四
十
四
）
究
竟
の
若
者

究
‐
竟
ハ
、
サ
カ
ヒ
ヲ
キ
ワ
ム
ト
訓
ズ
。
俗
ノ
至
‐
極
ト

云
ニ
同
ジ
。
…
…
按
ル
ニ
、
今
ノ
俗
健
カ
ナ
ル
ヲ
ク
ツ
キ

ヤ
ウ
ト
云
。
然
㆑
バ
屈
‐
強
ノ
字
ヲ
用
ユ
ベ
シ
。
屈
‐
強

ハ
ツ
ヨ
キ
ヲ
カ
ゞ
ム
ト
訓
ズ
。
不
‐
敵
ノ
意
ニ
テ
、
史
‐

記
ニ
、
楊
‐
信
ガ
爲
リ㆑
人
ト
、
剛
直
屈
強
ト
云
是
也
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
封
人
の
家
の
主
が
こ
れ
か
ら
先
険
し
い
道

が
続
く
の
で
、
道
案
内
人
を
頼
ん
だ
方
が
い
い
と
の
こ
と
で
、

頼
ん
だ
と
こ
ろ
「
究
竟
の
若
者
」
が
現
わ
れ
た
場
面
で
、
そ
の

「
究
竟
」
の
語
釈
を
試
み
て
い
る
。

　
「
究
竟
」
は
「
サ
カ
イ
ヲ
キ
ワ
ム
」
と
訓
読
し
、「
至
極
」
と

同
じ
意
味
で
あ
る
い
が
、
こ
こ
で
は
「
た
く
ま
し
い
こ
と
」
を

「
ク
ッ
キ
ョ
ウ
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
屈
強
」
と
い
う

字
を
用
い
る
べ
き
だ
で
、
こ
ち
ら
の
「
屈
強
」
は
「
ツ
ヨ
キ
ヲ

カ
ガ
ム
」
と
訓
読
し
「
不
敵
」
の
意
味
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
用
例
と
し
て
、『
史
記
』「
匈
奴
列
伝
」
の
楊
信
の

剛
直
で
頑
丈
な
人
と
な
り
を
述
べ
た
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、

　
　

〇
究
竟　

ク
ツ
キ
ヤ
ウ　

史
記
ニ
屈
強
ト
出　

両
説

と
あ
り
、『
史
記
』
に
「
屈
強
」
と
あ
る
と
の
み
示
し
、「
究
竟
」

と
「
屈
強
」
の
「
両
説
」
が
あ
る
と
か
な
り
省
略
し
て
示
し
て

い
る
。
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（
四
十
五
）
高
山
森
々
と
し
て
一
鳥
聲
き
か
ず
木
の
下
闇
茂
り

あ
ひ
て
夜
る
行
が
ご
と
し
雲
端
に
つ
ち
ふ
る
心
地
し
て
中畧
最

上
の
庄
に
出
づ

森
々
と
は
、
木
の
茂
り
た
る
さ
ま
な
り
。
一
鳥
聲
き
か
ず

と
ハ
、
王
‐
安
‐
石
ガ
鍾
‐
山
ノ
詩
ニ
、
一
‐
鳥
不
㆑
鳴
カ

山
更
ニ
幽
ナ
リ
ト
云
風
‐
情
ニ
テ
、
深
‐
山
ノ
形
‐
容
ナ
リ

…
…
雲
端
に
土
ふ
る
ハ
、
杜
‐
甫
カ
詩
ニ
已
ニ
入
テ㆓
風
‐
磑
ニ㆒

霾ツ
チ
フ
ル

㆓
雲
‐
端
ニ㆒
ト
云
句
ヲ
取
㆑
リ
。
爾
‐
雅
ニ
風
ア
リ
テ
而
雨フ
ラ
ス
ヲ

㆑

土
ヲ
曰
フ㆑
霾
ト
ト
。
旋
‐
風
ナ
ド
ノ
土
ヲ
巻
上
テ
降
ス
ヲ
云
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、
前
項
に
引
き
続
き
「
屈
強
の
若
者
」
の
後

に
付
い
て
険
し
い
山
道
を
行
っ
た
時
の
周
り
の
景
色
を
述
べ
た

場
面
で
、「
一
鳥
聲
き
か
ず
」
と
「
雲
端
に
つ
ち
ふ
る
」
の
解

釈
に
お
い
て
、「
王
安
石
の
鍾
山
の
詩
」
と
「
杜
甫
の
詩
」・『
爾

雅
』
を
引
用
し
て
解
説
し
て
い
る
。

　

ま
ず
「
一
鳥
聲
き
か
ず
」
で
あ
る
が
、
典
拠
と
し
て
「
王
安

石
の
鍾
山
の
詩
」
の
合
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
全

句
を
挙
げ
て
み
る
。

澗カ
ン

‐
水ス
イ

無
ナ
フ
シ
テ

㆑
聲コ
ヘ

繞
メ
グ
ツ
テ

㆑

竹タ
ケ
ヲ

流ナ
ガ
ル
　
　

 

竹チ
ク

‐
西
セ
イ
ノ

花ク
ハ

艸サ
ウ

弄ロ
ウ
ズ

㆓
春シ
ュ
ン‐
柔
ジ
ウ
ヲ

㆒

茅バ
ウ

‐
簷エ
ン

相ア
イ
タ
イ
シ
テ

‐
對
坐ザ
シ
テ

終オ
フ

㆑
日ヒ
ヲ　
　
　
　

一イ
ツ

‐
鳥テ
ウ

不ズ
㆑
鳴ナ
カ

山ヤ
マ

更サ
ラ
ニ

幽
カ
ス
カ
ナ
リ（

10
）

こ
の
詩
は
、
王
安
石
が
自
宅
近
く
の
鍾
山
と
相
対
し
な
が
ら
、

茅
葺
き
の
あ
ば
ら
屋
で
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
山

は
鳥
も
鳴
か
ず
に
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
様
子
を
詠
っ
た
も
の
で

あ
る
。
詩
全
体
と
し
て
は
、「
予
」
の
体
験
し
た
険
し
い
山
刀

伐
峠
越
え
と
は
ほ
ど
遠
い
閑
居
な
内
容
だ
が
、
合
句
だ
け
独
立

し
て
取
り
出
せ
ば
、
山
刀
伐
峠
の
静
寂
な
深
山
幽
谷
の
情
景
を

十
分
描
写
で
き
る
詩
句
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
詩
句
な

の
で
、
梨
一
は
そ
の
句
の
み
を
引
用
し
、
深
山
の
形
容
と
し
て

風
情
が
共
通
し
て
い
る
と
注
解
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
雲
端
に
土
ふ
る
」
の
典
拠
と
し
て
、
杜
甫
の
七
言

律
詩
「
鄭
‐
駙
‐
馬
潜
‐
曜
宅
宴
㆓ス
洞
‐
中
㆒ニ
」（『
杜
律
集
解
』

七
言
上
）
の
六
句
目
を
挙
げ
て
い
る
。
全
句
を
挙
げ
て
み
る
。

主
‐
家
ノ
陰
‐
洞
細
コ
マ
ヤ
ナ
リ

㆓
烟
‐
霧
㆒

留
㆑ル
客
ヲ
夏
簟
青
‐
琅
‐
玕

春
‐
酒
杯
‐
濃
ニ
シ
テ

琥
‐
珀
薄
ク

冰
‐
漿
盌
‐
碧
ニ
シ
テ
瑪
‐
瑙
寒
シ

誤
テ
‐
疑
フ
茅
‐
堂
ノ
過
㆓カ
ト
江
麓
㆒ヲ

已
ニ
入
㆓テ
風
磴
㆒ニ
霾
㆓ル
雲
‐
端
㆒ニ　

自
‐
是
秦
‐
樓
壓
㆓ス
鄭
‐
谷
㆒ニ
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時
ニ
聞
ク
雜
佩
ノ
聲
ノ
珊
珊
タ
ル
ヲ
（
11
）

こ
の
詩
は
、
杜
甫
の
親
友
鄭
虔
の
甥
で
、
玄
宗
皇
帝
の
娘
婿
の

鄭
潜
曜
の
邸
宅
で
の
宴
の
様
子
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
邸
内

の
洞
穴
で
の
宴
に
は
、琥
珀
の
盃
に
瑪
瑙
の
お
椀
が
並
べ
ら
れ
、

涼
や
か
な
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
洞
穴
の
近
く
の
質
素
な

お
堂
の
当
た
り
を
通
る
と
、
そ
こ
は
あ
た
か
も
川
に
近
い
山
麓

を
歩
い
て
い
る
よ
う
だ
し
、
高
き
所
に
登
り
涼
風
を
快
く
受
け

る
石
段
の
途
中
に
立
つ
と
、
遙
か
高
い
雲
の
端
か
ら
細
か
い
土

ぼ
こ
り
が
風
に
舞
っ
て
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
俗

か
ら
は
隔
絶
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。

　
「
予
」
は
、
深
山
幽
谷
の
山
刀
伐
峠
越
え
の
途
中
、
吹
く
風

に
俗
界
で
は
見
ら
れ
な
い
幽
遠
な
世
界
を
感
得
し
た
。
芭
蕉
は

そ
の
世
界
を
、
誇
張
表
現
な
が
ら
も
「
雲
端
に
つ
ち
ふ
る
心
地

し
て
（
遙
か
高
い
雲
の
端
か
ら
細
か
い
土
ぼ
こ
り
が
風
に
舞
っ

て
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
俗
か
ら
は
隔
絶
さ
れ
た

世
界
）」と
巧
妙
に
描
写
し
た
の
で
あ
る
。そ
の
表
現
の
背
景
に
、

梨
一
が
引
用
し
た
杜
甫
の
詩
「
鄭
‐
駙
‐
馬
潜
‐
曜
宅
宴
㆓ス
洞

‐
中
㆒ニ
」
の
特
に
「
已
ニ
入
㆓テ
風
磴
㆒ニ
霾
㆓ル
雲
‐
端
㆒ニ
」
の
「
霾
㆓ル

雲
‐
端
㆒ニ
」
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

　

梨
一
が
示
し
た
こ
れ
ら
二
箇
所
の
典
拠
は
断
章
取
義
で
は

あ
る
が
、
注
釈
と
し
て
の
意
義
は
十
分
果
た
さ
れ
た
と
言
え

る
。（

12
）

　

さ
ら
に
「
霾
」
の
字
解
と
し
て
『
爾
雅
』
釈
天
（
風
が
あ
っ

て
土
を
雨
が
降
る
よ
う
に
上
空
か
ら
降
ら
す
）
を
引
用
し

て
、（

13
）
梨
一
自
ら
「
旋
風
が
土
を
巻
き
上
げ
て
降
ら
す
」
と

解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、

一
鳥
不
㆑
鳴
山
更
ニ
幽
ナ
リ　

宋
ノ
王
荊
公
鍾
山
絶
句
ノ
結
句

と誤
テ
疑
フ
茅
堂
ノ
過
㆓
ル
カ
ト
江
麓
㆒ヲ　

已
ニ
入
㆓
風
磴
㆒ニ
霾
㆓フ
ル
雲

端
㆒ニ　

杜
律

と
な
っ
て
お
り
、「
鍾
山
の
詩
」
は
合
句
の
み
、「
雲
端
に
土
ふ

る
」
は
「
杜
甫
の
詩
」
の
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
、
村
径
の
コ

メ
ン
ト
は
な
い
。

　

一
方
『
鼇
頭
本
』
で
は
「
王
安
石
の
鍾
山
の
詩
」
は
取
ら
れ

て
い
な
い
が
、「
雲
端
に
土
ふ
る
」
の
方
は
、

雲
端
に
つ
ち
ふ
る　

杜
甫
カ
詩
ニ　

已
ニ
入
㆓
風
磴
㆒

霾
ツ
チ
フ
ル

㆓
雲
‐
端
㆒　

旋
風
な
ど
の
土
を
ふ
き
ま
く
る
を
云

と
あ
り
、『
菅
菰
抄
』
と
同
じ
箇
所
を
引
用
し
、
意
味
も
添
え

て
い
る
。



『奥細道菅菰抄』と漢詩文（5） 28

（
四
十
六
）
此
み
ち
必
不
用
の
事
有
恙
な
う
お
く
り
ま
い
ら
せ
て

…
…
恙
ハ
爾
‐
雅
ニ
憂
ナ
リ
也
ト
ス
。
恙
ナ
ク
ハ
、
サ
ハ
リ

ナ
ク
ト
云
意
ナ
リ
〇
民
‐
間
ノ
説
ニ
古ム

カ

シ
‐
昔
民
ノ
穴
‐
居

セ
シ
ト
キ
ニ
恙
ト
云
蟲
ア
リ
テ
人
ヲ
害
ス
。
故
ニ
人
ノ

安
‐
否
ヲ
問
ニ
ツ
ヽ
ガ
ナ
シ
ヤ
ト
云
ト
。
按
ル
ニ
、
是
㆑

恙
ト
㺊
ト
音
通
ナ
ル
故
ニ
、
コ
レ
ヲ
混
‐
誤
シ
タ
ル
也
。

㺊
ハ
獸
ノ
名
ニ
テ
、
神
‐
異
‐
經
ニ
、
北
‐
方
ニ
有
リ㆑
獸
焉
、

其
ノ
狀
チ
如
シ㆓
獅
‐
子
ノ㆒
。
食
フ㆑
人
ヲ
吹
㆑ケ
バ
人
ヲ
則
病
ム
。
名
ケ
テ

曰
フ㆑

㺊ツ
ヽ
ガ
ト。
恒
ニ
近
㆓ヅ
キ
人
ノ
村
‐
里
ニ㆒
、
入
ル㆓
人
ノ
居
‐
室
ニ㆒
、

百
‐
姓
患
‐
苦
ス
。
天
‐
帝
徙
ス㆓
之
ヲ
東
‐
方
ノ
荒
‐
中
ニ㆒
ト

云
、
是
ナ
リ
。
今
民
‐
俗
ノ
所
謂
ル
モ
ノ
ハ
正
‐
字
‐
通

ニ
風
‐
俗
‐
通
ヲ
引
テ
、
以
テ㆑
恙
ヲ
爲
㆓
噬
ム㆑
人
ヲ
蟲
ト㆒
。
善
ク

食
フ㆓
人
心
ヲ㆒
ト
ア
リ
。
或
ハ
此
説
ヨ
リ
出
ル
カ
。
然
ド
モ

正
字
通
ニ
云
モ
ノ
ハ
、
唯
ダ
㺊
ヲ
通
ジ
テ
恙
ニ
作
ル
ノ
ミ
。

恙
ノ
字
ノ
本
義
ヲ
解
ス
ル
ニ
非
ズ
。

　

こ
こ
の
注
で
は
、「
予
」
が
必
死
の
思
い
で
「
山
刀
伐
峠
」

を
越
え
て
、
最
上
の
荘
に
辿
り
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
道
案
内

の
者
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
に
安
堵
と
感
謝
の
念
を
述
べ
た
場

面
で
、「
恙
な
く
」
の
語
釈
、
さ
ら
に
「
恙
」
に
つ
い
て
「
㺊
」

の
文
字
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、『
爾
雅
』
や
『
神

異
経
』・『
正
字
通
』
を
引
用
し
て
字
解
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
ず『
爾
雅
』で
あ
る
が
、同
書
の「
釈
詁
」に
あ
る「
恙
憂
也
」

を
引
用
し
、
梨
一
は
「
恙
」
は
そ
れ
自
体
「
憂
え
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
、「
恙
な
く
」
を
「
障
り
な
く
」
と
解
釈
し
た
。

　

次
に『
神
異
経
』「
中
荒
経
」で
あ
る
が
、民
間
伝
説
に
あ
る「
民

が
穴
居
し
た
折
に
、
恙
と
い
う
虫
が
人
を
害
し
た
の
で
、
そ
こ

か
ら
人
の
安
否
を
尋
ね
る
と
き
に
つ
つ
が
な
し
や
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
」
こ
と
に
対
し
、梨
一
は
こ
の
伝
説
は
「
恙
」
と
「
㺊
」

が
音
通
な
の
で
混
用
し
て
い
る
と
し
、「
㺊
」
は
獣
な
の
で
同

書
の
獣
と
し
て
の
用
例
を
引
用
し
た
。
そ
の
部
分
は
、

北
方
に
獅
子
の
よ
う
な
獣
が
い
て
、
人
に
噛
み
つ
き
人
に

息
を
吹
き
か
け
る
と
、人
は
病
に
陥
る
。
そ
の
獣
は
「
㺊
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
い
つ
も
村
里
に
近
づ
き
、
部
屋
に
入

り
込
む
の
で
、人
々
は
悩
ま
さ
れ
た
。そ
こ
で
天
帝
は「
㺊
」

を
東
方
の
荒
中
に
移
し
た
。

と
い
う
内
容
で
、「
㺊
」
は
人
に
近
づ
き
害
を
及
ぼ
し
、
病
に

到
ら
し
む
も
の
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
恙
な
し
」
を
「
恙
虫
が
人
を
害
す
る
の
で
、
そ
れ

の
害
が
な
く
無
事
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
用
い
る
の
は
、『
正

字
通
』
に
引
用
す
る
『
風
俗
通
』
の
「
恙
は
人
を
噛
む
虫
で
、
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よ
く
人
の
心
を
食
う
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
か
と
提
言

し
て
い
る
が
、（

14
）
こ
れ
は
「
㺊
」
を
「
恙
」
と
通
用
さ
せ
た

だ
け
で
あ
る
と
断
定
し
、「
恙
」
の
本
義
を
解
説
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
結
ん
だ
。

　

○
以
降
の
注
は
、「
恙
」
が
「
㺊
」（
獅
子
の
ご
と
き
獣
）
と

混
用
さ
れ
た
こ
と
を『
神
異
経
』や『
正
字
通
』に
引
用
す
る『
風

俗
通
』
を
挙
げ
て
叙
述
し
た
だ
け
で
、
あ
く
ま
で
参
考
の
域
を

出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、○

恙 

ツ
ゝ
ガ　

さ
は
り
な
く
と
云
意
也　

一
説
い
に
し

へ
人
穴
居
せ
し
時
恙
と
云
蟲
有
て
人
を
害
す
と　

恙
と
㺊

ト
通
音
な
る
故
混
誤
し
た
る
也　

又
㺊
ト
云
獣
あ
り
て
人

を
喰
フ
ト
神
異
経
ニ
出
タ
リ

と
あ
り
、
恙
の
字
義
、
恙
と
㺊
の
混
誤
、
神
異
経
の
用
例
を
挙

げ
、『
菅
菰
抄
』
の
注
を
要
約
す
る
形
で
示
し
て
い
る
。

（
四
十
七
）
松
栢
年
舊

栢
ハ
柏
ノ
俗
字
ニ
テ
、
今
ノ
俗
柏
ヲ
カ
シ
ワ
ト
訓
ズ
ル

ハ
尤
誤
ナ
リ
猶
下
ニ
シ
ル
ス
中
‐
華
ノ

柏
ハ
、種
類
多
シ
。
本
‐
草
綱
‐
目
ニ
詳
ナ
リ
。
日
本
ニ
テ
ハ

檜
ノ
ヿ
也
ト

モ
或
ハ
ア
ス
ナ
ラ
フ
ノ
木
ナ

リ
ト
モ
云
テ
イ
マ
ダ
決
セ
ズ
一
説
ニ
栢
ノ
字
ヲ
又
カ
ヤ
ト
訓
ズ
ル

ハ
誤
ナ
リ
。
カ
ヱ
ト
訓
ズ
ベ
シ
。
乃
柏
ノ

和
訓
也
…
…
カ
ヤ
ハ
カ

ヤ
リ
木
ノ
略
ニ
テ
、
榧
ノ
字
ヲ
用
ユ
。
此
木
ヲ
蚊
ヤ
リ
ト

ス
ル
故
ナ
リ
ト
云
。

　

こ
こ
で
の
注
は
、
閑
寂
な
立
石
寺
の
情
景
を
述
べ
た
「
松
栢

年
旧
（
松
や
柏
も
年
数
を
経
て
）」
の
「
栢
」
の
字
解
を
日
中

の
違
い
を
示
し
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
栢
」
は
日
本
で
は
「
か
し
わ
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
と
し
、「
檜
」
或
い
は
「
翌
檜
」
に
相
当

す
る
が
、ど
ち
ら
な
の
か
は
決
定
で
き
な
い
。
ま
た「
栢
」を「
カ

ヤ
」
と
訓
じ
て
い
る
の
も
誤
り
で
、「
カ
ヱ
」（
カ
エ
ヌ
木
の
略
）

と
訓
ず
る
べ
き
で
あ
り
（
柏
の
和
訓
）、
榧
の
字
を
当
て
る
べ

き
で
あ
る
と
示
し
た
。『
本
草
綱
目
』の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

巻
三
十
四
の
「
木
部
」
で
は
、

　
　

栢
葉
ハ
松
身
ハ
者
檜
（
15
）

と
あ
り
、栢
が
松
や
檜
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
は
、
梨
一
は
「
松
栢
」
は
「
松
や
檜
或
い
は
翌
檜
或

い
は
榧
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
言
及
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』
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で
は
、

　
　

○
松
栢　

栢
ノ
説
多
シ
今
云
か
し
は
の
木
㆓
非
ず

と
簡
潔
に
「
栢
」
が
今
の
「
カ
シ
ワ
」
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

（
四
十
八
）
谷
の
傍
に
鍜
治
小
屋
と
云
有
中畧
彼
龍
泉
に
釗
を
淬
ニ
ブ
ス

と
か
や
干
將
莫
耶
の
む
か
し
を
し
た
ふ
道
に
堪
能
の
執
あ
さ

か
ら
ぬ
事
し
ら
れ
た
り

…
…
龍
泉
に
釗
を
淬
と
ハ
、
史
‐
記
荀
‐
卿
ガ
傳
ノ
注
ニ
、

晉
ノ
太
‐
康
ノ
地
‐
理
‐
記
ニ
云
、
汝
‐
南
ノ
西
‐
平
‐
縣
ニ

有
リ㆓
龍
‐
淵
‐
水
㆒
可
シ㆔
用
テ
淬
ス㆓
刀
‐
劒
ヲ㆒
ト
ア
リ
。
淬
ハ

俗
ニ
云
、
水
ギ
タ
ヒ
ノ
ヿ
ナ
リ
。
干
‐
將
莫
‐
耶
ハ
古
ヱ

鍛
‐
冶
ノ
名
‐
工
ノ
名
、
呉
‐
越
‐
春
‐
秋
ニ
云
、
干
‐

将
ハ
呉
‐
人
ナ
リ
也
。
與
㆓
歐
‐
冶
‐
子
㆒
同
㆑乄
師
ヲ
。
闔
‐

閭
使
㆑ム
造
㆓ラ
二
剣
㆒ヲ
。
一
ヲ
曰
ヒ㆓
干
‐
將
ト㆒
、
二
ヲ
曰
フ㆓
莫
‐
耶
ト㆒
。

莫
‐
耶
ハ
者
干
‐
將
ガ
之
妻
ナ
リ
也
。
金
‐
鐡
未
ズダ
㆑
流
㆑
。

干
‐
將
夫
‐
妻
、
乃
チ
斷
㆑チ
髪
ヲ
剪
㆑テ
指
ヲ
、
投
㆓ス
於
爐
‐
中
㆒ニ
。

乃
チ
濡
フ
、
遂
ニ
爲
ル㆑
劍
ヲ
。
陽
ハ
干
‐
將
作
㆓シ
龜
‐
文
㆒ヲ
、
陰
ハ

莫
‐
耶
作
ス㆓
縵
‐
理
ヲ㆒
。
干
‐
將
匿
㆓シ
其
ノ
‐
陽
㆒ヲ
出
㆑シ
テ
陰
ヲ

以
テ
獻
㆓ス
闔
‐
閭
㆒ニ
。
太
‐
平
‐
廣
‐
記
ニ
云
、
干
‐
將
莫

‐
耶
ガ
劒
ハ
皆
ナ
以
テ㆑
銅
ヲ
鑄
ル㆑
之
ヲ
、
非
ズ㆑
鐡
ニ
也
ト
云
…
…

　

こ
こ
で
の
注
は
、
月
山
か
ら
湯
殿
山
へ
下
る
途
中
の
鍜
治
古

屋
に
ま
つ
わ
る
逸
話
（
出
羽
国
の
名
工
が
霊
水
を
選
ん
で
、
こ

の
地
に
籠
も
っ
て
潔
斎
し
剣
を
打
ち
「
月
山
」
と
い
う
銘
を
刻

ん
で
世
に
も
て
は
や
さ
れ
た
）
に
対
し
、
中
国
の
龍
泉
の
水
に

剣
を
鍛
え
た
と
い
う
話
（
干
将
・
莫
耶
の
昔
を
慕
う
）
に
匹
敵

す
る
と
し
、
一
道
に
秀
で
た
達
人
の
執
心
の
深
い
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
と
結
ん
だ
場
面
で
、「
龍
泉
に
剣
を
淬
」
と
「
干
將
・

莫
耶
」の
典
拠
と
し
て
、『
史
記
』荀
卿
伝
の
注
や『
呉
越
春
秋
』・

『
太
平
広
記
』
を
示
し
た
。

　

ま
ず
、「
龍
泉
に
釗
を
淬
」
の
『
史
記
』
荀
卿
伝
の
注
で
あ

る
が
、
こ
の
注
は
江
戸
時
代
に
我
が
国
で
よ
く
読
ま
れ
た
『
史

記
評
林
』
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、「
荀
卿
の
生
ま
れ
た
趙
に
は

堅
白
論
を
唱
え
た
公
孫
竜
も
い
る
」
と
い
う
部
分
の
注
で
、
梨

一
が
引
用
し
た
『
晉
太
康
地
理
記
（
地
記
）』
を
引
き
「
堅
白

論
」
の
「
堅
」
の
例
え
と
し
て
「
龍
泉
の
剣
」
が
示
さ
れ
て
い

る
。（

16
）

　

な
お
「
淬
」
は
本
文
で
は
「
ニ
ブ
ズ
」
と
読
み
が
付
し
て
あ

る
が
、『
史
記
評
林
』で
は「
ニ
ブ
ラ
ス
」と
な
っ
て
い
る
。「
淬
」

の
読
み
と
し
て
は
、
野
坡
本
お
よ
び
曽
良
本
で
は
「
ニ
ラ
グ
」
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と
振
り
仮
名
が
振
っ
て
あ
り
、『
鈔
』
で
も
「
ニ
ラ
グ
」
と
読

ん
で
い
る
。
と
す
る
と
梨
一
は
『
史
記
評
林
』
の
読
み
を
参
考

に
し
て
「
ニ
ブ
ス
」
と
呼
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て

彼
は
「
淬
」
を
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
水
ギ
タ
へ
」
の
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
は
、「
焼
い
て
水

に
入
れ
、
鉄
の
質
を
硬
く
す
る
。
焼
き
を
入
れ
る
」（『
日
本
国

語
大
辞
典
第
二
版
』）
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
「
干
將
・
莫
耶
」
の
意
味
と
し
て
「
古
の
鍛
冶
の
名
工

の
名
」
と
し
、
ま
ず
『
呉
越
春
秋
』
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の

内
容
は
、

干
将
は
、
呉
人
で
あ
り
、
欧
冶
子
と
師
を
同
じ
く
し
た
。

闔
閭
は
剣
匠
に
二
本
の
剣
を
作
ら
せ
、
一
本
は
干
将
と
い

い
、二
本
目
は
莫
耶
と
い
っ
た
。莫
耶
は
干
将
の
妻
で
あ
っ

た
。
金
鉄
の
も
と
は
溶
け
て
流
れ
な
か
っ
た
。
干
将
夫
妻

は
髪
を
切
り
爪
を
切
っ
て
爐
の
中
に
投
じ
た
。
す
る
と
金

鉄
が
う
る
お
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
剣
を
作
っ
た
。

陽
を
干
将
と
い
い
、
陰
を
莫
耶
と
言
っ
た
。
陽
は
亀
甲
の

文
様
、
陰
は
ち
ら
ば
っ
た
す
じ
模
様
が
あ
っ
た
。
干
将
は

そ
の
陽
を
か
く
し
、
陰
を
出
し
て
こ
れ
を
献
じ
た
。

と
い
う
も
の
だ
が
、
梨
一
は
『
呉
越
春
秋
』「
闔
閭
内
伝
」
の

本
文
を
か
な
り
簡
潔
に
引
用
し
て
い
る
。

　
『
呉
越
春
秋
』
は
引
用
書
目
に
も
あ
る
が
、こ
の
部
分
は
、『
円

機
活
法
』
詩
学
全
書
巻
第
十
六
器
用
門
「
剣
」
の
「
干
将
莫
邪
」

の
項
に
も
、

呉
越
春
秋
ニ
曰
干
‐
将
ハ
者
呉
‐
人
也
。
与
㆓
歐
‐
冶
‐

子
㆒
同
㆑セ
リ
師
ヲ
。
闔
閭
使
㆑ム
造
㆓ラ
二
剣
㆒ヲ
。
一
ヲ
曰
㆑
干
‐
将
。

二
ヲ
曰
㆑
莫
‐
邪
。
莫
‐
邪
者
干
‐
将
カ
之
妻
也
。
金
‐
鉄

未
㆑
流
㆑
。
干
‐
将
夫
‐
妻
。
乃
シ
断
㆑テ
髪
ヲ
剪
㆑テ
指
ヲ
。
投
㆓ス

於
炉
‐
中
㆒ニ
。
乃
濡
テ
遂
ニ
成
㆑
剣
ヲ
。
陽
ハ
干
‐
将
作
㆓ス
亀

‐
文
㆒ヲ
。
陰
ハ
莫
‐
邪
作
㆑ス
縵
‐
理
ヲ
。
干
‐
将
匿
㆓シ
其
ノ
‐

陽
㆒ヲ
出
㆑シ
テ
陰
ヲ
以
献
㆓ス
闔
閭
㆒ニ
。（

17
）

と
全
く
同
じ
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
梨
一
は
こ
ち
ら
を
参

照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。（

18
）

　

ま
た
『
太
平
広
記
』「
器
玩
三
」
の
方
は
、
引
用
さ
れ
て
い

る
の
は
「
干
將
・
莫
耶
の
剣
は
、
鉄
で
は
な
く
銅
で
鋳
た
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
、
こ
の
二
本
の
剣
が
銅
製
で
あ
っ
た

と
あ
る
が
、
単
に
呉
の
闔
閭
の
時
代
（
春
秋
時
代
）
に
は
ま
だ

銅
剣
が
主
流
で
鉄
剣
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
、　
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字
彙
ニ
前
漢
天
文
志
ニ
火
与
㆑
水
合
ス
ル
為
㆑

淬
ニ
ラ
ク
ト

呉
越
春
秋

ニ
云
楚
王
召
㆓テ
風
湖
子
㆒ヲ
而
告
㆑テ
之
ニ
曰
寡
人
聞
ク
呉
ニ
有
㆓リ
干

將
㆒
越
有
㆓リ
歐
治
㆒
寡
人
欲
㆘ス
因
㆑
子
請
㆓シ
テ
此
ノ
二
人
㆒ヲ
作
ラ
ン

㆖
㆑

劔
ヲ
可
ナ
ラ
ン
乎ヤ

風
湖
子
乃
チ
往
テ
見
㆓ヘ
テ
二
子
㆒ニ
令
㆑シ
ム
作
㆑ラ
之
ヲ

一
ヲ
曰
㆓
竜
泉
㆒ト
二
ヲ
曰
㆓
大
阿
㆒ト
と

と
「
淬
」
の
字
解
と
し
て
『
字
彙
』
を
、「
干
將
・
莫
耶
」
の

典
拠
と
し
て
は
『
菅
菰
抄
』
と
同
様
『
呉
越
春
秋
』
を
挙
げ
て

い
る
が
、
内
容
が
『
呉
越
春
秋
』
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
た

だ
同
様
の
内
容
の
話
は
『
事
文
類
聚
』
に
あ
る
。（

19
）

　

一
方
『
鼇
頭
本
』
は
、

　
　

○
龍
泉　

リ
ウ
セ
ン　

南
ノ
西
平
縣
ニ
龍
渕
有
ト

　
　

○
剣
ア
ラ
カ
子
ヲ　

淬
ヒ
ヤ
ス
ト
か
や

　
　

○
太
平
廣
記
ニ
云　

干
将
莫
耶
カ
劔
ハ
以
銅
鑄
之
ト
云

と
、
簡
単
な
語
釈
の
み
を
挙
げ
て
い
る
が
、「
干
将
莫
耶
」
に

つ
い
て
は
、『
菅
菰
抄
』
の
注
に
引
く
『
太
平
広
記
』
の
み
を

引
用
し
て
い
る
。

（
四
十
九
）
雨
朦
朧
と
し
て
鳥
海
の
山
か
く
る
闇
中
に
莫
作
し

て
雨
も
又
奇
也
と
せ
ば
雨
後
の
晴
色
又
頼
母
敷
と
蜑
の
苫
屋

膝
を
い
れ
て

雨
朦
朧
と
し
て
と
は
、
詩
ニ
樓
‐
閣
朦
‐
朧
タ
リ
細
‐
雨
ノ

中
チ
ト
云
風
‐
情
ニ
テ
、
朦
‐
朧
ハ
圓
‐
機
活
‐
法
ニ
日

未
ダザ

ル 

㆑
明
カ
也
ト
云
。
物
ノ
ヲ
ボ
ロ
ニ
見
ユ
ル
ヿ
ナ
リ
…
…

闇
‐
中
に
莫
‐
作
し
て
と
ハ
、
按
ル
ニ
、
莫
‐
作
ハ
摹
‐

ノ
誤
ナ
ル
ベ
シ
。
通
ジ
テ
摹

索
ニ
作
ル
世
‐
説
新
‐
語
‐
補
ニ
、
暗

‐
中
ニ
摹
‐
索
シ
テ
亦
タ
可
シ㆑
識
ル
ト
ア
リ
。
卑
‐
俗
ノ
ク
ラ

ガ
リ
ニ
テ
、
サ
グ
ツ
テ
見
テ
モ
知
㆑
ル
ト
云
ヿ
ナ
リ
。
此
コ

ニ
テ
ハ
、
唯
ダ
闇
‐
中
ニ
坐
シ
テ
、
ソ
コ
ラ
ア
タ
リ
ノ
知
㆑

カ
ヌ
ル
形
‐
容
ト
見
ル
ベ
シ
。
雨
も
又
奇
也
と
せ
ば
、
雨

後
の
晴
色
又
た
の
も
し
と
ハ
、
東
‐
坡
ガ
西
‐
湖
ノ
詩
ニ
、

水
‐
光
瀲
‐
灎
ト
メ
晴
㆑
偏
ニ
好
シ
、
山
‐
色
空
‐
濛
ト
メ
雨
モ

又
タ
奇
、
欲
㆘㆑
ハ
把
テ㆓
西
‐
湖
ヲ㆒
比
㆗セ
ン
ト
西
子
ニ㆖
、
淡
‐
粧
濃

‐
抹
也
タ
相
ヒ
宜
シ
ト
此
ノ
詩
ヲ
取
㆑
ル
ナ
リ
。
此
ノ
詩
ハ
是
㆑

本
朝
ニ
テ
ハ
、
必
ズ
象
潟
ノ
形
‐
容
ナ
ル
ベ
シ
。
故
ニ
祖

‐
翁
モ
亦
象
潟
眺
‐
望
ノ
吟
ニ
、
西
‐
施
ガ
睡
レ
ル
容
ヲ

云
ン
ト
テ
、
先
ヅ
僅
ニ
其
ノ
意
ヲ
起
ス
。
是
㆑
漢
‐
文
ニ
モ

貴
ブ
所
ニ
テ
、
文
‐
書
ニ
モ
此
‐
法
ア
リ
。
亦
タ
吾
ガ
翁
ノ

文
ニ
、
奇
中
ノ
妙
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
…
…
膝
を
い
る
ゝ
ハ
、

陶
濳
ガ
歸
去
來
ノ
辭
ニ
、
審
㆓ニ
ス
容
㆑ル
ノ
膝
ヲ
之
易
キ
ヲ

㆒
㆑
安
ン
ジ
ト
云

文
ヲ
取
ル
也
。
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こ
こ
で
の
注
は
、
予
が
象
潟
に
到
着
し
た
時
に
雨
の
中
鳥
海

山
も
暗
く
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
素
晴
ら
し

く
雨
上
が
り
の
気
色
も
期
待
し
つ
つ
、
漁
師
の
粗
末
な
家
に
宿

を
と
っ
て
る
場
面
で
「
雨
朦
朧
」・「
闇
中
に
莫
作
し
て
」・「
雨

も
又
奇
也
と
せ
ば
、
雨
後
の
晴
色
ま
た
た
の
も
し
」「
膝
を
い

る
ゝ
」
の
典
拠
と
し
て
詩
や
『
円
機
活
法
』・『
世
説
新
語
補
』・

蘇
軾
の
「
西
湖
」
詩
・
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
を
引
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
解
説
を
試
み
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
雨
朦
朧
」
で
あ
る
が
、
最
初
の
「
詩
ニ
樓
‐
閣
朦

‐
朧
タ
リ
細
‐
雨
ノ
中
」
は
、
こ
こ
で
は
「
詩
ニ
」
と
し
か
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
韓
偓
の
七
言
絶
句
「
夜
深
」
の
合
句
に
同
様

の
句
が
あ
る
。
全
句
を
示
す
と
、

惻
惻
輕
寒
剪
剪
風　
　

惻
々
た
る
軽
寒　

剪
々
た
る
風

小
梅
飄
雪
杏
花
紅　
　

小
梅
は
雪
を
飄
へ
し　

杏
花
は
紅
な
り

夜
深
斜
搭
鞦
韆
索　
　

夜
深　

斜
に
搭
る
鞦
韆
の
索

樓
閣
朦
朧
細
雨
中　
　

楼
閣　

朦
朧
タ
リ　

細
雨
の
中（

20
）

と
な
り
、
薄
ら
寒
い
風
が
吹
い
て
。
小
梅
や
杏
の
花
が
咲
き
、

夜
更
け
に
は
斜
め
に
か
か
っ
た
ぶ
ら
ん
こ
の
綱
や
楼
閣
は
お
ぼ

ろ
げ
に
霧
雨
の
中
に
見
え
る
と
い
う
情
景
で
、
梨
一
は
そ
の
合

句
に
示
さ
れ
た
風
情
が
雨
に
煙
っ
て
隠
れ
て
し
ま
っ
た
鳥
海
山

の
気
色
と
重
な
っ
て
い
る
と
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
予
が

歩
い
た
道
す
が
ら
に
楼
閣
が
存
在
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ

の
後
に
挙
げ
て
あ
る
「
日
未
ダザ

ル 

㆑
明
カ
也
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
『
円
機
活
法
』
韻
学　

東
の
「
朦
」
の
解
説
を
引
用
し
た
も

の
で
、「
ま
だ
夜
が
明
け
ず
暗
い
」
と
い
う
意
味
。
こ
れ
ら
か

ら
梨
一
は
「
朦
朧
」
は
「
物
が
お
ぼ
ろ
げ
に
見
え
る
こ
と
」
と

解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
闇
中
に
莫
作
し
て
」
で
あ
る
が
、
梨
一
は
ま
ず
「
莫

作
」
を
「
摹

（
摹
索
）」
の
誤
り
と
し
、
そ
の
用
例
と
し
て
、

『
世
説
新
語
補
』
巻
十
七
簡
傲
「
許
敬
宗
」
の
一
文
を
挙
げ
た
。

こ
の
話
は
、

許
敬
宗
が
人
に
会
っ
て
も
そ
の
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ
て
し

ま
う
の
で
、
あ
る
人
か
ら
、「
あ
な
た
は
覚
え
て
お
く
こ

と
が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
何
遜
や
孝
綽
・
沈

約
・
謝
眺
に
会
っ
た
な
ら
、
暗
中
に
模
索
し
て
で
も
覚
え

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
」
言
わ
れ
た
。（

21
）

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
梨
一
は
「
暗
中
模

索
は
俗
に
言
う
、
暗
が
り
に
て
探
っ
て
み
て
も
認
識
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
（
お
く
の
ほ
そ
道
）
で
は
、
た
だ

暗
闇
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
こ
ら
辺
り
が
は
っ
き
り
と
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認
識
し
に
く
い
と
い
う
形
容
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
と
解
釈

し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
雨
も
又
奇
也
と
せ
ば
、雨
後
の
晴
色
又
た
の
も
し
」

で
あ
る
が
、
こ
の
典
拠
と
し
て
、
蘇
軾
の
七
言
絶
句
「
西
湖
」

を
全
句
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
西
湖
と
絶
世
の
美
女
西
施
を

比
較
対
照
し
た
も
の
で
、
特
に
西
湖
の
気
色
は
晴
れ
の
日
も
雨

の
日
も
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
姿
が
西
施
の
薄
化
粧
と
厚
化
粧
に

匹
敵
す
る
と
の
詩
情
で
あ
る
。
そ
し
て
梨
一
は
こ
の
詩
は
「
我

が
国
で
は
象
潟
の
形
容
で
あ
り
、
芭
蕉
翁
も
象
潟
の
眺
望
に
西

施
が
眠
る
姿
を
言
わ
ん
と
し
て
（「
象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ

の
花
」
の
句
の
こ
と
か
）、
ま
ず
そ
の
意
図
を
示
し
た
。
こ
れ

は
漢
文
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る
手
法
で
、
文
書
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
、
芭
蕉
翁
の
俳
文
の
奇
中
の
妙
と
同
じ
で
あ
る
」
と
解
説

し
た
。
た
だ
こ
の
解
説
は
む
し
ろ
「
象
潟
や
」
の
句
の
と
こ
ろ

に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
「
膝
を
い
る
ゝ
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
陶
淵
明
の

「
帰
去
来
辞
」
の
「
審
ス㆓
容
ル㆑
膝
ヲ
之
易
キ
ヲ

㆒
㆑
安
ン
ジ
」
の
部
分
を
挙

げ
て
説
明
し
て
い
る
。（

22
）
こ
の
場
面
は
、
生
活
の
た
め
に
仕

官
し
た
も
の
の
そ
れ
が
自
分
に
合
わ
ず
職
を
辞
し
て
隠
居
し
た

折
の
、
粗
末
な
が
ら
快
適
な
我
が
家
で
の
喜
び
「
膝
を
折
っ
て

入
る
ほ
ど
の
狭
い
家
で
も
、
安
住
の
場
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
」
を
綴
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
予
」
が
雨
中
の

象
潟
で
狭
い
な
が
ら
も
猟
師
の
小
屋
で
安
住
で
き
る
こ
と
の
喜

び
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
梨
一
は
こ
の
句
を
挙
げ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、

彙
ニ
朦
ハ
莫
紅
ノ
切
音
蒙
朦
朧
ハ
月
將
㆑ニ
入
ン
ト
朧
ハ
廬
容
ノ
切

音
竜　

韓
昌
黎
詩
云
星
月
掩
映
シ
テ
雲
朦
朧
ト
…
…

 

（
頭
注　

莫
作
ハ
本
文
ノ
写
誤
欤　

闇
中
ニ
摸マ
ク

索サ
ク
スト
世
説
ニ

出
ル
と
）

東
坡
西
湖
ノ
詩
ニ
山
‐
色
空
‐
濛
雨
モ
亦
奇
也

帰
去
来
ノ
辞
審
㆓ニ
ス
容
㆑ル
カ
膝
ヲ
之
易
㆒
㆑
キ
コ
ト
ヲ
安
ン
シ　

陶
淵
明　

文
選
李
善
注
ニ
北
郭
先
生
カ
妻
ノ
曰
所
レハ
安
ス
ル
不
㆑
過
㆑キ
容
㆑ル
ヽ

コ
ト
膝
ヲ

と
な
っ
て
お
り
、
一
部
『
菅
菰
抄
』
と
は
異
な
っ
た
出
典
を
挙

げ
て
い
る
。
一
方
『
鼇
頭
本
』
は
、

　
　

○
摹
　

マ
ク
サ　

世
説
ニ
出

　
　

○
雨
も
又
奇
也
ト　

東
坡
カ
詩
の
句

　
　

〇
ア
マ
ノ
笘
家
㆓
ヒ
ザ
を
入
る
の
文
帰
去
来
辞
ニ
出
た
り

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
漢
籍
の
出
典
を
示
し
て
い
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る
の
み
で
あ
る
。

（
五
十
）
此
寺
の
方
丈
に
坐
し
て
簾
を
捲
バ

…
…
簾
を
捲
バ
と
は
、
王
‐
勃
ガ
滕
‐
王
‐
閣
ノ
詩
ニ
、
朱

‐
簾
暮
ニ
捲
ク
西
‐
山
ノ
雨
ト
云
ル
形
‐
容
ナ
リ

　

こ
こ
で
の
注
は
、
象
潟
の
「
干
満
珠
寺
」
を
尋
ね
て
、
そ
の

表
座
敷
に
座
っ
て
簾
を
巻
き
上
げ
て
眺
め
る
と
、
象
潟
の
風
景

が
一
望
で
き
た
場
面
で
、「
簾
を
捲
バ
」
の
典
拠
と
し
て
王
勃

の
七
言
古
詩
「
滕
王
閣
」
の
一
句
を
引
用
し
て
い
る
。（

23
）

　

そ
の
一
句
は
、
滕
王
閣
は
夕
暮
れ
に
朱
塗
り
の
簾
を
巻
き
上

げ
る
と
、
西
山
の
雨
が
眺
め
ら
れ
る
と
い
う
詩
意
で
あ
る
が
、

梨
一
は
雨
の
「
干
満
珠
寺
」
で
の
眺
め
が
、
ま
さ
に
こ
の
滕
王

閣
か
ら
の
雨
の
眺
め
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
見
な
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
注
は
、『
鈔
』
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
鼇
頭
本
』

で
は
、

　
　

○
簾　

レ
ン　

ス
ダ
レ　

詩
ニ
多

と
「
簾
」
の
音
訓
の
読
み
を
挙
げ
、
詩
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
る

と
結
ん
で
い
る
だ
け
で
、
滕
王
閣
の
詩
は
採
っ
て
い
な
い
。

（
以
下
続
く
）

［
注
］

（
１
）
延
享
四
年
刊
『
趙
註
孟
子
』（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に

よ
る
。

（
２
）
拙
著
『
芭
蕉
俳
諧
に
表
現
さ
れ
た
漢
詩
文
の
研
究
』（
お

う
ふ
う　

平
成
三
十
一
年
）
二
百
九
十
一
頁
～
二
百
九
十

二
頁
参
照
。

（
３
）『
野
語
述
説
』・『
漢
語
大
和
故
事
』
な
ど
で
は
「
邯
鄲
の

枕
」
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）「
枕
中
記
」
は
『
太
平
広
記
』
や
『
文
苑
栄
華
』
に
は
所

収
さ
れ
る
が
、
単
独
の
も
の
は
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
れ
ば
、
写
本
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
版
本
類
は
見
ら
れ

な
い
。
梨
一
が
い
か
な
る
「
枕
中
記
」
を
見
て
い
た
か
は

不
明
で
あ
る
。

（
５
）
梨
一
が
こ
の
詩
を
何
で
見
て
い
た
か
は
不
明
、
或
い
は

辞
書
な
ど
に
一
部
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、今
回
は
管
見
の
範
囲
で
は
探
し
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
６
）
注
２
と
同
様
。
百
八
十
三
頁
～
百
九
十
八
頁
・
二
百
九

十
四
頁
～
二
百
九
十
六
頁
参
照
。　

（
７
）
安
永
六
年
刊
『
春
秋
左
伝
集
解
』（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
よ
る
。
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（
８
）享
保
二
十
年
刊『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』（
国
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
。

（
９
）
注
２
と
同
様
。
二
百
九
十
六
頁
～
二
百
九
十
八
頁
参
照
。

（
10
）
天
和
二
年
刊
『
錦
繍
段
』
雑
賦
（『
影
印
仮
名
つ
き
錦
繍

段
・
三
體
詩
・
古
文
真
寶
』
ク
レ
ス
出
版　

平
成
四
年
所

収
）
に
よ
る
。『
錦
繍
段
』
は
引
用
書
目
に
あ
る
。
な
お

こ
の
合
句
は
『
禅
林
句
集
』
七
言
・『
詩
人
玉
屑
』
巻
八

沿
襲
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
引
用
書
目
に

は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
11
）
元
禄
九
年
刊
『
鼇
頭
杜
律
集
解
』（
架
蔵
本
）
に
よ
る
。

（
12
）
注
２
と
同
様
。
二
百
九
十
九
頁
～
三
百
一
頁
参
照
。
な

お
尾
形
仂
『
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
』（
角
川
書
店　

平
成

十
三
年
）
で
は
、

　
　

芭
蕉
は
深
山
に
陰
風
の
吹
き
わ
た
る
感
じ
を
、「
雲

端
に
つ
ち
ふ
る
」
と
は
か
く
も
あ
ら
ん
か
と
、
な
ぞ

ら
え
た
の
で
あ
る
。

　
　

と
解
説
し
て
い
る
。

（
13
）
寛
政
六
年
刊
『
爾
雅
注
疏
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
。

（
14
）『
正
字
通
』
の
該
当
箇
所
は
管
見
の
範
囲
で
は
見
当
た
ら

な
い
。
ち
な
み
に
『
書
言
字
考
節
用
集
』（
言
辞　

八
下
）

の
「
無
恙
」
の
項
で
は
、『
風
俗
通
』
の
、

　
　

恙
ハ
毒
虫
也
。喜
テ
傷
ル㆑
人
ヲ
。古
ハ
者
草
‐
居
露
‐
宿
ス
。

多
被カ
ヽ
ル

㆓
此
毒
ニ㆒
。
故
相
ヒ
勞
ヒ
問
テ
謂
㆓

－

㆑

－

乎
ト㆒
。

　
　

を
引
用
し
て
い
る
。（『
改
訂
新
版
書
言
字
考
節
用
集
研
究

並
び
に
索
引
』
勉
誠
出
版　

平
成
十
八
年
に
よ
る
）　　

（
15
）
正
徳
四
年
刊
『
本
草
綱
目
』（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
よ
る
。

（
16
）
延
宝
二
年
刊
『
史
記
評
林
』（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に

よ
る
。

（
17
）
寛
文
十
三
年
刊
『
円
機
活
法
』（
架
蔵
本
）
に
よ
る
。
以

下
同
様
。

（
18
）
注
２
と
同
様
、
三
百
七
頁
～
三
百
訳
十
一
頁
参
照
。

（
19
）
注
18
と
同
じ
。

（
20
）
文
化
七
年
刊
『
香
奩
集
』（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
よ

る
が
、
こ
の
書
物
は
引
用
書
目
に
は
な
く
、
梨
一
が
見
て

い
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
管
見
の
範
囲
で

は
『
円
機
活
法
』
な
ど
の
辞
書
類
に
も
見
え
ず
、
出
典
は

不
明
で
あ
る
。

（
21
）
元
禄
七
年
刊
『
世
説
新
語
補
』（
架
蔵
本
）
に
よ
る
。
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（
22
）「
帰
去
来
辞
」
は
『
古
文
真
宝
後
集
』
に
所
収
さ
れ
て
お

り
、
梨
一
は
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

（
23
）こ
の
詩
は『
唐
詩
選
』の
七
言
古
詩
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、

梨
一
は
引
用
書
目
に
も
あ
る
同
書
を
出
典
と
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。




